枕詞『しきしまの』考 by 鈴木, 武晴
枕詞ァしきしまの」は、
やまと（日本・倭
・山跡など）
にかかるが、
そのかかり方が未詳とされていろ。
本稿は、
枕詞「しきしまの」が何故、
「やまと」にかかるのかを考
察したい。
まず、
従来の説をまとめてみよう。
崇神
・欽明天皇の皇居が大和国磯城郡にあったの
で
、
磯城島という名が大和に冠せられ、
さらに国名の「や
まと」に冠した。
2欽
明天皇が、
戟城郡の磯城島に皇居を定めてから、
磯城島の宮のある大和の意で冠
し、
さらに国名の「や
まと」に冠した。
＆敷
島の地が大倭郷に屈しているから、
石上布留とい
ぅ様な枕詞となった。
ー
枕詞
「しきしまの』考
1の説は、
冠辞考
・政菜巣全註稼
・菜菓巣評繹
・淡業集
事典（昭和31)
・日本古典文学大系「蕊葉集」
・日本国語
大辞典
2の説は、
萬菓集古義・萬策集新講・大日本地名辞也・
菜葉集全購・時代別国語大辞典
・日本古典文学全染r萬菓
集」
・茂葉集事典（昭和50年）
3の説は、
菜薬巣辞典
4の説は、
日本臼紀通證・大日本地名辞甜において採ら
れている。
これら
の説の中で、
4の説は、
萬策集注翔において澤潟
久孝氏がすでに指摘
し
ておられるように、
「敷坐」のシキ
は四段辿用で甲類であり、
「磯城」のシキは乙類の候名で
あ
るから説としては成立
しない。
し
かしながら、
若干の問
4. 
祈年祭祝詞における「皇神能敷坐船能八十饒」に「しきしまのやまと」と呼ばれる根拠がある
。
鈴
木
武
晴
-1-
．題
点もあろ。
このことに
ついては後述することにしたい。
.3
の説は、
折口信夫氏の説である。
折口氏は敷島の地が
大倭郷に屈していろから、
敷島の大倭とつづくと解されて
いるが、そうであるな
ら何故、
大倭の敷島と言わないのか。
敷島は大倭に包含され と解する限り、
大倭郷の中にある
敷島という意で大倭
の敷島と言うほうが自然ではない
かと
．判
断される。
このことについて、
総葉集古義は、
「
．．． 
しき島の倭とよめ は
一国の名となれるより、
しき島即
．チ
（注l)
大和なろから、
唯かさね云たるにて、
．．． 
」と
述
ペ、
しき島と大和とを等位的関係として捉えている。
本樅
は、
古義の述ぺるところに従いたいと思う。
しき島の大和
とつづく限り、
「しき島の」と「大
和」が等位にあると解
するのが妥当であろう。
ーの説と2の説は、
崇神・欽明両天駐の皇屈の府かれた
場所にその由来を求めるか
欽明天皇の皇居の臨かれ
た場所に
そ
の由来を求
める
かの迎いである。
しかし、
1.2の両説と
も天皇の皇居の叩叫かれ
た場所に
そ
の由来を求めていること
は同様である。
確かに、崇神・欽明両天皇 皇居の臨かれた
場所で
あ
る磯城郡
にそ
の由来のあることは理解される。
しかし、
それならど
うして、
禄居
の趾かれた磯城島が
大和に冠するのか疑問で
ある。
このことについて、
萬疑巣辞典（折口信夫氏）は
「しきしまは磯城島で、
こヽに長らく崇神天
皇が都して居
られ大
和朝廷の基は此都で定まったのである上に、
長く此
附が上古の都の地になってゐた為有名になったのだ。」と述ペ、
泌菓集全註翔（武出祐吉氏）は「その昭城島の宮は、
祟神天型の磋城の瑞籟の宮に依るといひ、
また欽明天復の
時代に、
外国関係が盛に
なり、
外国に在って大和の国を梱
するに用ゐ始めたのだろうといふ。」と述ぺ、
さらに、
大日
本地名辞淋（吉田東伍氏）は、
「仏の教の我邦に顕れたる
欽明の御
宇こ
そ敷
島と相関すれ」と述ぺている。
こ
れらは、
政治上における崇神・欽明天皇の役割に注目
し、
両天呈の皇店の骰かれた場所が対内的にも対外的にも、
大和という名の代表た 位骰を与えられたと解しているのである。
し
かし、
本稿は単に政治上におい
てのみ、
磯
城
島の宮が
大和の代名詞とされたのではないと判断する。
「磯城島」
という言菜の意味する地迎的様相によって「やまと」に接続すると本稿は考え の
である。
そして、
同じ「
やまと」
に係るもう―つの枕誦「あきづし
ま」との関係を看過する
ことはできない
と思う。
「しきしまの
」と「あきづしま」
との間に 、
必然的閲係が存在すると思われる。
「し
きし
まの」という言菓の所有
するさ
まざまな
問題を考察するこ
となしに、
単に「しきしまの」が、
政治上の意味で「や
ま
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祝詞
一 志 貨
萬 策 集
磯 城 ・ 式 ・ 志 賞 ・ 之 奇
「しき」の表記については、右の表の通りである。
r 古
平記」では「師木」、
「 日 本 宙 紀 」 で は 「 硯 城
」 と
「 志 紀 」
の 二 通 り の 表記があるが 、 「 志 紀
」はわずかに皇極紀三年
六 月 の 記 事 に お け る 一 例 だ け
で あ る 。 「 志 紀 」 は 崇 峻 紀 即
位 前 紀 の 「 志 紀 郡 」 に
みる
よ う に 河 内 国 の 「 志 紀 」 と い う
3 3 hu` 
7 
日 本 書 紀
硯 城 ・ 志 紀
48 
古 事 記
師
木
10 
分類
表
記
総
数
と 」 に 冠 す る と す る の は 片 手 落 ち の 気 が す る の で
あ
る
。
以 下 、
「 戟 城 」 と い う 語 に 焦 点 を 合 わ せ 、 何 故 、 「 磯 城
島 の 」 が 「 や ま と 」 に 冠 す る の か 検 討 し て い き た い 。
考 察 段 階 の 第 一 歩 と し て 、 古 出記・日本否紀 ・ 肉 葉 集 ・
祝 詞 に お け る
「し
き」の表記の違いを見てみたい。
地名に用いられていたのであって、
（ 注
2
)皇 極 紀 三 年 六 月 に
み る 大 和 に お け る 「 志 紀 」 と い う 地 名 表記は、河内国 の「 志 紀 」 と い う 表記に牽引
さ れ た も の で
あ ろ う 。 r 蕊 菓 集 」
に お い て は 、 「 礎 城 」 が 二 例 （ 巻 九 · 一 七 八 七 、 巻 十 三 ・三三二六）、「之奇」が二例（巻十九•四二八0、巷二0• 四 四 六 六 ） 、
「式」が二例
（ 巻 十 三 ・ 三 二 四 八 、 三 二 四
九）、
「 志 負 」 が 一 例 （ 巻 十 三 ・ 三 二 五 四 ） 、
計七例四表
記が存在する。
（ 注
3
)
「祝詞」においては、「志貨」という
表記が三例みられる
。
記 紀 萬 葉 祝 詞 を 通 じ て 、
「 シ キ 」 に 該 当 す る 表 記 は 六 例
（志紀を先に述べた理由から除外すれば五例ご仔在することになる。こ
れら
の
表記は、大和国の「シキ」という地を
表 わ す 等 位 的 性 格 を 所 有 す る と 判 断 さ れ る 。 故
に、
こ れ ら
の 表
記の中で最も使 用 数 の 多
い「峨城」という表記につい
て、そ の 意 味 す
るところ
を究明することが、すな
わ ち 「 シ
キ
」 と い う 地 の 性 格 を 解 く 鎚 に な る と 考 え ら れ る 。 そ し て 、
この
「 就 城 」 と い う 表記は「日本苔紀 」 に 最 も 多 く 見 ら れ
る の で あ る か ら
、
「 日 本 杏 紀 」 に 描 か れ た 「 親 城 」 を 考 察
す る こ
とが、まずは求められるであ
ろう
。
「 日 本 書 紀 」 が
漢 字 の 意 味 の 正 用 性 を 重 視
す る 傾 向 に あ
る
ことも、「
磯 城 」
を考察する手がか
り と
な る
。
と こ ろ
で、「磯城」は現在ま
でどのように捉えられてき
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た の だ ろ う か 。 ま と
め れ ば 次 の よ う に な る 。
「 し 」 は 「 石 」 で あ り 、 硯城は石で堅固に 築 い た城
ー
の意の地
名
2「
土 地 、 場 所 」 と い う 「 一 定 の 区 画 地 」 を 示
す
。
周 囲 を 岩 石 で め ぐ ら し た 祭 場川 底 、 砂 礫 地
（ 注 4
)
1 の 説
は 、上代語辞念国 簑 代 別 国 語 大 辞 典 、 工 芸 志 科 、
2 の 説 は 、 『 日 僻同祖論 』
（ 金 沢 店 二 郎 ） 、 『 地 名 の 語 源 』
（錢墜
R ニ
・明
哀
四 ら
、
3 の 説 は 、 時 代 別 国 語 大 辞 典 、 日本固語
往6)
大辞典 、 4 の
説 は 、 「 地 名 の 語源 」 に お い て 採 ら れ て い る 。
今 は 、 「碍城」が所有して い ろ 意 味 を 考 察 し た 具 体 的 な
説の
分 類 に 止 ま り 、 「 日 本 帯 紀 」 に お け る 「磯城」につい
て検討を進め
た い
。
「磯
城」の意味すると こ ろ を 考 察 す る た め に 、 「 峨城」
とい
う言葉 を 成 立 さ せ て い ろ 「磯」と「城」には、一体 ど
のよ う な 意 味 が あ っ た の か を 、 そ れ ぞ れ に つ い て 検 討 し てみ た い 。
まず、「礎」を検討してみよう
。人名・陵名 宮 名 ， 池
名
・ 山 名 な ど に 「 磯 ｝ は 見 ら れ ろ が 、 そ れ ら を 分 類 す る と
次のようになる。
4. 3. 
峨
旦已 i ら
:丁lI/-l :-l 
”麟疇麟酋息伽贔菌 i他： ： ． ． ， • : ： b . ． ： , 
盃忠喜誓:農霧需塁磯．盈誓戚策胄瞑塁塁塁皇塁塁塁篇塁益
邑長上 臣陵牛海城綴磯子城磯女城八邑川 之嶋嶋彦津城
・尾秀 磯 人神律津 縣城・源十・濱 世天
・ 命彦 ・
大市真 泊 紐路貝 主縣磯主果磯 ・皇磯 玉弟
穴 ・ 固 皇 大主城女師城 碍
・ 城 手硯
磯市 女・目太縣· •厳 城磯嶋 看
城
部峨 ·・之真主礫磯橿 嶋城金 天
・
・池 啜 女稚葉城城之 御蝸刺 皇磯
神 津 ・彦江縣縣本 宇御宮
・ 城
夏 山 磯女男主主・ 天宇・
磯
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是月
、
郡ー上宮太子於磯長陵ー。
秋九月、
改
-1
葬楢豊日天皇於河内磯長陵ー。
四月夏四月壬子朔甲子、
葬ーニ繹語田天皇於磯長陵
]0
このような分類に沿って、
「日本苔紀」の具体的な記事
を検討してみると、
「磯」は石の意とするこ
とだけでは割
り切れ
ない例が多い。
ここに分類した語の登場する個々の
記事の詳細な検討を載せる余裕はないが、
「礎」は「油」
「嶋」「川」
「海
」「牛」「河邊」「泊」「宮
」
「市」「池」
「穴」「即魚」「玉」
など、
水辺と関係のある語を伴って
．登場する。
．． 
fの「磯堅城神離」であるが、
これは崇神紀六年に見え
宕7)
る。
石の堅固な城の意とも解されて
いる
堅という字
の存
在によって、
磯を石と解するの
は短絡的な感じを与え
る
。・1の「磯長陵」であるが、
これは崇峻紀四年夏四月、
推
古紀元年秋七月、
推古紀二十九年＃二月の記ボに見える。
磯媛・中磯皇女・膳臣余磯．鯛魚磯別至之女・男狭
崇峻紀四年反四月に見る磯長陵について延喜式諸陵寮に祠内磯長中尾陵
訳語田宮御宇敏達天
皇。
在ー一河内国石
川郡ー。」とあり、
陵硲要覧では所在地を大阪府南河内郡太
子
町大
字奥城（今、
太子
町
菓室）
とす
る
。
（注8)
推古紀元年秋九月にみる磯長陵につい
て
は、
延喜式諸陵寮
に「河内磯長原陵、
磐余池辺列槻宮御宇用明天皇。
在
l―河
内園石川郡
1
0
兆城東酉二町、
南北三町。
宇戸三姻」とあ
り、
河内志に「在
l1
石川郡春日村＿」とある。
陵磁要党は
。
（注9)
所在地を大阪府南河内郡太子町春日 する
また、
推古紀二十九年春二月に
みる磯長陵については、
延喜式諸陵寮に「礎長塞｀
楢亜日天慰之塁太子、
名云聖徳。
―― 
在ーー河内国
石川郡ー。
兆域巣西三町、南北二町。守戸三姻」
合
10)
とある
これらの歳長陵は延喜式諸陵寮
の伝え
る
ところによると、
それぞれ別のものと推定されるが、
共通する
こと
は同じ河
内国石川郡に存 する いうことである。
磯長陵の「磯」
は河 の石川 の関係にお て位叩叫つけられよう。
こうし
た
例を見ても、
「礎」は石の意と
すること
に疑問
が持たれる。
「磯」は水辺の土地と解することが妥当では
ないだろうか。
本稿はさらにこの意味を限定し、
「磯」は
中洲状の土地
を意味
する
と考える。
ここで、
本稿が思いを
巡らせてみるのは、
ーの「磯輸上秀真国」である
。
磯輪上
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は現在未詳とされている。磯綸上とは一体
、何を意味して
．いるのであろうか。隅綸上秀真国は、
伽神
武紀三十一年四月
の記平に見える。
州有一年夏四月乙
酉朔
、呈輿朔
、皇輿巡幸
。因登―
―液
上噂間丘
＿
‘而廻ー
望ー國息日
、妍哉乎國之獲癸。難＝
内木綿之員迂國、猶如
-l錆蛉之臀竺焉
。由＞是
、始
有：秋陣洲之琥
l
也
。昔伊哭諾尊目一
此ー國
l
日
、日本
者浦安國、細文千足 磯輪上秀置國
。復大己賃大神
目之日
、
玉喘内國。及下至悦速日命
、莱
＿一天磐船
-‘
醤
＿一行太虚
一
也
、呪＝是瑯
一
而降上之、故因目之
、
日
ー一虚空見日本國
一
癸
。
神武天内点が戦上の憬閻丘に登り国見をした時の記叩であ
る
。伊柴諾諄が大和を聞輪上秀浜国と杯したり
、大己貨大
神が玉漉内國と称したり
、饒速日命が虚空見日本國と称し
たというのは
、神武天皇が国見をして大和国の形状が蛸蛉
が臀帖をしているのに似ていると言ったので秋津洲と名づけられ ことの補足であり
、礫輪上秀異国も玉漉内
国も大和国の形状に主眼を脱いた名称であろう
。
玉漉内
国
が芙し
い垣
のような山々に
取
り囲まれ
て
い
る国
と解されるなら峨サ
）磯
輪
上はどういう意味なのであろうか
。
磯輪上を、磯輪と上とに区別して考える必要があると思
「輪中
」で
あ
る
。
われる
。
上は
、場所の方向
を
さす
8
菜で
あ
り
、腋
上憧
閻丘
から
眺
めて
上
手
の
湯所
を意
味す
る
の
で
は
な
い
だろ
うか
。
あ
るい
は
川
の
上
流
地
域
を意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
液上
の
地
をもと
の
南
蕊
城
郡
被
上村
（
今
の御
所
市
東
北
部
）と
す
る
喝）そ
こ
か
ら
上
手
に
は
磐
余
の地
が
あ
る
。神武天呈の名が神
日
本啓
余
彦
天
g
で
あ
り
、
そ
の
名に
磐
余
の名
を
持
っ
て
お
り
、
神
武
天
旦
と磐
余
と
の
鵬
係
は密
接
で
あ
る
。
そ
う考
える
と
、
磯
綸
上
は大
和の
中で
も
特
に啓
余
の
地
を
指
す
こ
とに
な
り
、
啓余
の
地
を以
っ
て
大和
を代
表
させ
た
と
考え
る
こ
と
が
できる
。そ
の
こ
と
によ
っ
て、峨輪
は
大
和全
体
の形
状
を
述
ぺ
て
い
ると
考
えら
れる
。
戟輪を考え
る
う
え
で参
考
と
なる
の
は、
給中は「
日本国語大辞典
」には「集落
と
虚地を
洪水
か
ら守
るた
め、
周囲
に提
防
を築
き巡
ら
し
た
地
域。
尾
濃三
川
の
名
で
知
ら
れ
た木曾
•
長
良
・
揖
斐（
い
ぴ）
111下
流一
帯
のデ
ル
ク地
帯
に
形成
さ
れ
た
もの
が最
も著
名。
」とあ
る。
桁
中の
輪
は
、
水
害
を防
ぐた
め
に築
かれ
た
捉
防に
よ
って
囲
まれ
た
集落
・
股地
と
い
う
一地
域
を意
味
す
る
ので
あ
る
。
こう
した
こと
を
参考
と
するな
ら、
隣
輸
の輪
も
、川
の水
と
開
絶
さ
れた
一
地
域と
いう
怠
を認
めろ
こ
と
がで
き
よ
う
。思
う
に、
川が
幾
枝に
も
な
っ
て
流れ
てお
り
、
川
と川
と
に
よっ
て
造
り出
さ
れ
た
中洲
状の
地が
、
輪
であ
り
、
磯
綸
で
あ
っ
た
の
で
はな
い
だ
ろ
うか
。
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その性格を探ってみたい。
神武天皇が丘の上から大和の形状を眺めたという
こと
に
続いて、伊哭諾尊が述べた
とされる
磯
輪上が登場するのも
、
それが丘の上から眺めたことによる名称であったと解すろこともできる。
丘の上から眺め
れば初瀬川や飛鳥川、
葛城
川などが枝状に流れ、それらの川によって挟まれた土地が中洲状に見えろのも当然である。
破輪は中洲状の地と本稿は解する。そして、
澱も輪もほ
ぼ同意と
える。
戸
135
（注14）
．「
際雅」
繹水に「礫、破
也
。」とあり、
『説文解字』
の
破の段注に「
三
蒼日、
碩、
水中沙堆也。」とあり、
こうした
中国の宙物は啜には洲という意味があることを明確に伝えているのであろ。
枕詞「磯城島の」の磯を石と解し、
磯城を堅固な城と従来
のように解す
ならば、
全く「やまと
」
との係り方が未詳
となる。礫を中洲と
解
すれば、
「やまと」
との係り方に解
明の糸口が見い出されると思う
•,
そして、
本稿は礎だけでなく、
磯城も中洲状の地を意味
したという仮説を立ててみる。
次は、
「城」に焦点を合わせ、
「日本害紀」にはさまざまな城についての記事があるが、
城が水辺の地と関係を有することを示唆する記事を次に掲げてみよう。
神武即位前紀己未年二月
又皇師立諾之虞、
是謂＝猛田ー。
作
＞城虞、琥＿一
城
田
一。
武烈紀三年十一月
十一月
、
詔
l一大伴室屋大迎
i
、登
＝信猥國男丁
i、
作―
―
城像
於
水派邑ー。的日―
―
城上一也。
欽明紀五年十一月
窺聞、
新羅安紐、
雨國之境、
有一「大江水ー
。
要害之地
也。
吾欲――撮＞此、
修＿一紹六
城
ー。謹請＿一天皇
三
千兵
き、毎レ
城
充以――五百、
井我兵士—‘勿＞使ーた
作田
l、
而逼憎者、
久積山之五城、庶自投＇
兵
降首。
欽明紀二十三年七月
新雑閥将
、
手持
i二鉤戟
i
、追
至ー一
城
油一、
連
＞
戟掌
之
。
景行紀十二年十月
天皇更返＿一
城
原＿
、
而トー；
於
水
上ー
。
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城が田と密接な関係があることが、
神武即位前紀己未年
手
彦因騎ー
一駿馬＿‘
超一
一渡城油
l
、僅
以＞身免。
闘腔
臨ー一城油一而歎日、
久須尼自利。
皇極紀三年十一月
大
臣使下長直於一一大丹穂山＿‘
造中梓削寺上。
更起
l­
家於畝傍山東ー。穿＞池為
＞
城。
天智紀元年十二月
此州柔者、
遠限―
一田畝一、
土地硯碓。非ー一無桑之地ー。。
是拒戦之場。
此焉久慮、
民可
l一飢饉
l
。今可＞遥
l一於
避城1o
々々者、
西北帯以＝古連旦翌之水-.東南腺1-
深泥巨堰之防ー。
線以孟固田
l、決
＞
渠降＞雨。
華貫
之毛、
則一二韓之上朕焉。
同三年是歳
又
於二
筑紫
1
、
築二
大
堤ー貯＞水。
名
曰[-
水城
ー。
天武元年六月
筑紫國者、
元戌
邊賊之難
也。
其峻
城深レ線、
臨
＞
二
海守者、
登為
二
内賊
l
耶゜
二月、
欽明紀五年十一月、天智紀元年十二月の記事によっ
て
理解される。天智紀元年十二月条に
みるところ
は百済関
係記事であ
る
が、
城の性格について語って
おり、
それ 裏
を返せば書紀編者
の
城についての見解と
も受け取れ
よう。
城は田という食物供給の場を近くに所
有していなければな
らなかった。
そして、
田
の
存在する必要条件として川が存
在しなく
てはならない。景行紀十
二年十月・武烈紀三年十
一月・欽明紀五年十一月の記事もそれらを示唆していろ。
そして、
また、
城は川と川とによって囲まれた土地が適
していたのである。
武烈紀三年十一月条にみるように
城を
水派邑に作れと武烈天皇が命じたのも、
おそらく水派邑が
川と川とによって囲まれた地であ
る
ためで、
城を作る条件
としては最適であ たからであろ
う。
そしてそこが城上と
名
づけられ、
「上」という表記が地名に見え
、
これは先の
「澱輪上」の「上」と類似していろ。
本稿は先に、
「上」
は上
手
の場所あるいは川の上流地の意味と考えたが、
ここ
では川の上流地の
意味であろう。城上と磯輪上の両表記に
みえる「上」が共通 意味を所有すると解するな ば、
城
と就輪との間にも何ら
かの
関係が考えられる。
本稿は磯は
中州である 述ぺ
たが、
磯と城が
ほぼ同等の意を所有して
いたことが、
地理的条件の近似性を所有する
城上と磯輪上
との対応からも考 られると思う。
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天 智 紀 元 年 十 二 月 の 氾 事 に お い て は 、 西 北 は 古 述 旦 泄
( 11 新 坪 JI ) が 流 れ 、 東 南 は 貯 水 池 の 提 が あ る と い う こ とで 、 避 城 は 川 と 貯 水 池 の 水 に よ っ て 朋 ま れ た 地 な の で あ る 。
川 が 面 接 利 用 さ れ な い 場 合 に は 、 池 を 掘 り 、 堤 を 築 い て
川 か ら 引 い て き た 水 を 貯 え 城 と し た の で あ る こ と が 、 欽 明紀 二 十 三 年 七 月 、 皇 極 紀 三 年 十 一 月 、 天 智 紀 元 年 十 二 月 、天 武 紀 元 年 六 月 の 記 事 に よ っ て 窟 う こ と が で き る 。
ま た 、 城 は 、 m 事 的 中 枢 と し て の 領 土 、 そ し て 政 治 共 同
体 と し て の 意 味 を 所 有 し て い た 。
そ れ ら を 示 唆 す る 記 事 を 「 日 本 OIt lcl 紀
」
か ら 引 用 す る 。
神 功 登 后 摂 政 五 十 年 五 月
囮 扇 多 沙 城 — ‘ 霞
五醤
路 靡 。 ―
応 神 紀 十 六 年 是 歳
足 歳 、 百 洲 阿 花 王 悦 。 天 型 召 ミ阻 支 王 面叩 之 日 、 汝 返 ニ
° 束
韓
者
．
於 國 ー 以 嗣 ＞ 位 。 伯 且 塵 盃盆芝 地 一 而 辿
之
渇 難
城
・
廿 羅 城 ・函 林 城 足 也 。
允 恭 紀 四 十 二 年 十 一 月
愛 新 羅 人 、 恒 愛 二 京 城 傍 耳 成 山 ・ 畝 傍 111 ＿ ゜
斉 明 紀 四 年 五 月
今 城 谷 上 、 起 ＞ 咳 而 収 。
同 十 竺 年 足 歳
百 涜 菜
- I - Ii
城
印ハ ニ 平 坦 。 新 羅 因 ＞ 此 人 二 届 淡 城 ー 。
＾ 「 新 羅 之 牛 頭 方 ・ 尼 淵 方 也 。 穏芦
型 極 紀 四 年 六 月
中 大 兄 郎 入 ＿ 一 法 判 寺 ． ‘
為 レ 城 而 備 。
百 胸 聖 明 王
獲 二 淡 城
之
地 ー 。
同 十 二 年 是 歳 同 四 年 十 一 月
百 旅 郡 令
城
主 、 宜 : 附 ー 一 日 本 府 一 。
雄 略 紀 八 年 一 一 月
。 或 本 云 都
久 斯 岐 城
邸 廊 王 即 痰 ー 一 軍 兵 ＼ 屯 二 袋 筑 足 流 域 一
欽 明 紀 二 年 四 月
我 深 懲 悔 、 而 辿 一 ． 下 部 中 佐 平 麻 図 ・ 城 ガ 甲 背 昧 奴 等 ＿ ‘赴 二 加 羅 ズ 麿 干 任 那 日 本 府 ー 相 盟 。
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犬罰紀二年冗月
犬ヒ君馳、告三共巾於いいは竺而退。見―
-tL
解於石城ー。
天武紀十二年十二月
凡部城宮室、非ニニ竺、必造ーー雨参�゜
持統紀三年八月
詔一元伊隙総領田巾朝臣法麻呂等一日、讚吉幽御城祁所獲白競、官ご放従
I
馬゜
同八年十月
以
二
進
大
Iw
-‘
部
弟
日
上
。
賜下獲
1一白蝙椛ー者飛郭幽荒城郡必悩
これらは朝鮮関係祀巾が大部を占めるが、城は軍事的中
枢の役割を担う一定の鋲土を忍味しており、政治共同体の意を
も内包していた。雌略紀八年二月に
み
る筑足流域の足
流は、割注にみる部久斯岐城の斯岐と同滋で村裕の意であるとい濡
遥3
明紀二年四月にみる城方という官職の「方
J
は、百済における五万の長官である力領、副である方佐の略と考えられている901a‘の「ガ」は、欽明紀十三年足磁条
石の城として捉えられ、堅旧に築いた城の
尼淵方の「力」と通じ
、一
定の地区
、
地域
E
7
 
にみる牛必ガ
て、同紀阻年十一月や五年二月、冗
(tL) 
を指す話である。そし年十一月条にみる城主が郡＾＂（郡領）という官戦とともに登楊することをも考え合わせれば、城が軍ili的巾枢地としての領土であり、
地方共同体・政治共同体としての意味を
内／
Jしていることが理解される。
斎明紀且年五月条にみる今城が川我川上流一僭の古名で
岱
18
)
あることや、天料紀
二
年Ji月条にみる石城が忠泊南通扶余
（注19)
の東南の石城里であろこと
さらに持統紀三年八月条にみ
ろ讚吉函御城郎や同八年十月条にみる飛騨淑流城郡守は、城の所有する政治共 体の意
を端的に表わしたものであろ
う。天智紀二年五月条の石城は石の城墜で淵まれた城といぅ磁ではなく、
rll
洲状を呈する城の土地に、川によって辿
ばれた多くの石が存任することを示したも
のであろう。
平胆地の場合、城の存在する条件として、川
と川とに阻
まれた地が最涵 あった。川を面接利用しない時には、堀を築
造し、水を貯え、周りを囲むことが行なわれた。そう
した城は、軍事的中枢、経済的中枢 地であり、―つ 政治共同体であった。
こうした点を念珀に叩いき、本稿は城についての最後の考
察に移
ろ
う。
磯城は従来、
-10-
娯峻即位前紀
大連・・
{i
＿栢城二叩戦。
雄略紀十四年四月
根使主
・・・造
1＿栢城l而待戦。
意が有力とされている。
ここでは、
そのことについて検討
したい。
「日本苫紀」における城墜についての記事を見て
みたい。
垂仁紀五年十月
忽戟＞搭作＞城。
．．
． 
此開
二
栢城一也。
舒明紀九年是歳
蝦夷叛
以
不＞朝。
即互l大仁上毛野君形名＿、
再二将
軍一令＞討。
．．． 
遂為
＞
賊所
＞
姻。
軍衆悉甜城空之。
将軍迷不
＞
知
1一所如一。
時日昨
。
踪＞垣欲＞逃゜
塁極紀――一年十
一
月
蘇我大臣
蝦
夷・兒入鹿臣、
雙ll起家於甘播岡io
象外作-l
城
柵l‘門傍作――兵叩ー。毎
＞
門、骰
二
盛
＞
水
舟一、木鉤数十＿、
以備二火災ー
。
斉明紀四年是歳
俗曰、
雀入二於崩＿、
化二而円魚ー。
名日二雀焦一。
或本云（中略）。紐ん益城桐＿
断-l塞山川一之兆也。
天智紀三年是歳
又於二筑紫一、
築二大堤ー貯＞水。
名門二水
城
ー。
こうした品事によって理解されることは、
第一点として、
戦閥において臨時の城を築造する時は稲を積んで稲城を造ったということである。
（垂仁紀五年十月、
雄略紀十四年
四月、
祟峻郎位前紀）
第一一点として、
城柵という木材を立て迎ねて一定の地城
を画した防衛施設があったということ。
舒明紀九年是歳条
にみる城の垣は、
石垣か稲垣か木褐か判明できないが、
棗
極紀三年十一月、
孝徳紀大化三年是磁、
同大化四年是歳、
斉明紀四年是歳条には城柵のことがみえる。
同大化四年是磁
治
1一啓舟門
、
以
備一
＿蝦
夷
＿o
孝徳紀大化三年是哉
造二淳足柵＿‘
悦
1一柵一戸。
-ll-
第三点として、
城にとって堤が訊要な役割を担っていた
ということ（天智紀三年是歳）。
水城の堤は土塁であった
径
20)
ことが指摘されている
第一
、
第二、
第三の各点を考出するならば、
城堅が石で
作られたということに疑問が持たれる。
r新店苫」日本伝
（注
包
に「国應砥郭—‘
聯＞木為二椴洛ー。」とあることからも
石で城郭を作る は当時はなかった
と推定され
る
。
また、
城内の建物は木造建築であったと考えら
れる。
皇
極紀三年十一月条には「紺＞門、買碑＞水舟一、
木鉤数
+＿、
以価二火災ー。」とあり
欽明紀十五年十二月条に
「焚＞城抜之」とある。
以上により、
城埜、
そして城内の
建物自体の性格を考えても、
戦城は石の城と
して堅固な
城
と解することはできないと判断される。
ニにおける磯
の考察、
三における城
の
考察を通して、
本
脳は戟城を石城とし堅固な城と解することはできないと判浙する。
戟は水辺と関係する語であり、
磯輸上の磯と同意
で中洲状の地を意味していた 考えられる。
また、
城も川
と川とによって囲まれた中
洲状の地が最適地であったこと
は先に考察したとおりである。
磯も城
もほぽ同等の意で中洲状の地を意味し、
それによ
って磯城は中洲状の地を意味すると本稿は考える。
さ
らに、
磯城が中洲状の地を意味する例証を検討したい。
それ
らを五つの点から見てみよう。
日崇神天皇は、
都を戟
城に迷し、
瑞籟宮と名づけたが、
この崇神天也は御間城入彦五十疫殖天皇と呼ばれ
る。
御閣
城は語義未祥とされている。
しかし、
継体紀二十四年二月
条に、
崇神天皇のことが「水間城之王」
とF"かれており、
御濶城は水閥城
であったことが推察される。
御も水も甲類
の仮名である。
そして、
水閻城の「水」は川のことであり、
水間城は川と
川とによっ
て囲まれた地を意味し、
磯城と同
意であると判断される。
口枕祠「あき．つしま」
は「しきしまの」と同様、
と」に係る枕詞であり、
こ
の
両語には必然的閲係が認めら
れ
る
。こ
の両者の関係を最も端的に表わしたものが
、先
に
収りあげた神武紀三十一年四月の記事である。
秋律洲の名
の起源話の次に、
伊芙諾格がやまとを磯輪上秀兵国と称し
たことが記されている。
磯輸は、
大和の形状を特徴づける者界染であって、
幾筋も
の川が中洲状の地を形成していたことを思わせる。
神武天
墾が大和盆地を取り囲むLLI々 焦点
を
合わせて「如二糾蛉
之瞥芭」と述ぺ のに対し、
伊装諾杓は、
山々に収り曲
四
「やま
-12-
まれた大和盆地の平坦地に煤点を合わせ、「親輪上秀顔国」と述ぺたのである。礎輪は先述したように磁城と同意と考えられ
るか
ら、神武天母の言菜と伊芙諾沼の言策は
、
秋陣
洲と磯城島との対祐として捉えることができるであろう
。
磁城は島であに注
ユず
城島の」は、大和盆地の
幾
つもの中
洲状の地を象徴させた言猿
曰継体紀七年九月条の歌謡「八島國
妻枕きかねて
春
日の
春日の國に
．．． 
にみろ「八品園」は、春日の
奇
23
)
．南の地域をさすものであり、それは大和盆地の南の地、すなわち啓余を中心とした地域を すも と考える。そこは、大和川に流入する初願川、飛鳥川、葛城川などの支流が流れ、
幾つもの中洲状の地を形成していた。そして、それら
の地域を包括して八島国と称したのであろう。殺輪11磯城
II
島であるから、磯城の
地すなわち磐余の地が八品と呼ばれ
ろのは当然のことと判断される。「八島園」という地形語が「秋津洲」や「磯城島の」と同様、大和の形状 表わす宮策となっていったと本稿は考える。
祈年祭祝詞に「皇神能敷坐船能八十塙」とあり、敷坐の
'「シキ」は磯城とは甲乙の関係から通用しないが、磁城島が後に敷島と
宙かれる
ようになるから、磯城島と敷坐嶋と
は何らかの関係が認められよう。イザナキ・イザナ｀tによる大八島国の生成の話における に、島は神の創造物で
あり、島には神が存在するのである。中洲状の地11島は神の創造物であろから
、中洲状の地が幾つも存在する大和は、
まさしく神々の敷坐す土地であり、他のどんな土地よりも神聖な土地であったのである。
四枕詞「つのさは
ふ」は、磐•石見・磐余に係る。「つ
のさはふ」の「つの」は川のことと推定され苔御奇の地には、幾つもの川 支流が存在し、それ
が鹿の角のような
形状で流れてい
たことを物語る。この枕詞は、大和の南部
特に磐余の地の形状ー中洲状 地が幾つも形成されているーを示すものであり、磯城(11中洲）と
「つの
」によっ
て
表わされる
川とは相関関係にある。
回嶋宮とい
う
ものがある
。これは蘇我馬子の邸宅の跡に
作ら
れた
行であろ。推古紀三十四年五月の記事によって
、＇
蘇我馬子が飛烏川のほとりに家を作り、庭には小池を作り、池の中に小嶋を作ったことが知られる。焔宮の池 、「苺菓染」には、「島の宮勾の池の放ら烏人目に恋ひて に潜かず（巻ニ・一七0ご「島の宮上 池なる放ち烏荒びな行きそ君いまさずとも（巻ニ・一七二）」と詠
まれている。
この池には烏だけでなく、天武紀十年九月条にみろよう周芳国 奉
っ
た赤亀をも放し
たりしている。し
かし、池は、
こうした生物
のた
めに
作られたのではなく、持統紀四年三
月条の、船宮の稲を京幾内の八十歳以上の者に与える
い
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うことなどから、股菜に必要な溜池的存在であ
った
と思わ
・・れる。そし
て、軍事的な面での役割を担っていたことが推
察される。宮の周りに池
を
作ること
によ
って
宮が城として
の性格をもってくる。
本稿は先に、磯城11島と述ぺたが、
嶋宮 地理的様相は、霞城瑞顔宮や啜城品
金刺宮のそれと
類似して
いた
のではないか。それは中洲状の地という共通
項を介してである。鯰宮は池の中の鯰と同様、その宮の存
在地が飛烏川と幾
つ
かの池念年｝て囲まれた餡状の
地で
あ
ったと考えら
れろのである
飴宮は、単に池の中に小嶋があるとい
うことだけでなく、
地形的な特徴、すなわち、中洲状の地に宮が磁かれたということによって称されたものであろう。鯰と礎城とは地理的様相が共通している。
五
「蕊薬集」には次
の
ような二首が登録さ
れている。
壬甲の年の乱の平定まりにし以後の歌二首
大君は神にし
ませば赤駒の腹逍う田居を都と成しつ（巻
十九•四二六0
)
大君は神にしませば水烏の集く水沼を都と成しつ（同、四二六一）
「萬菜巣古義八」頁r和名類炎抄」に河内困志紀郡志紀が見える。
（目黒也店昭和二十五年十一月）302
3ー03
〈注〉
大和の地の特徴を端的に表現し得ている。「赤駒の腹這
ふ田居」「水烏の集く水沼」の背景には、豊富な水が存在し、それをもたらす は
まさしく川であ
っ
た。川と、JIIに
よって作ら た土
地とが織り成
す神聖な国が大和で
あった。
そして、枕詞「しきしまの」は、こうした大和の形状から生まれ出でたのである。
函城」は、石
城(11石によって作ら
れた堅固な城の意）
ではなく、磯も城もほぼ同意であり、中洲状の地を意味すろと考えられる。そのことに
よって磯城11島であろと判断
され、磯城島は
大和盆地の形状ー特に大和川に流入する初
瀬川・飛烏川・葛城111などの支流によって作られる幾つかの中洲状の地ーを象徴するものである。八島国の八島も磯城品と同意であ
ろう。
大和におけるこうした幾つかの中洲状の地が、後に日本
列島の島々に喩えられ、「しきしまのや
と」と歌いつが
れていった
のでは
あるまいか。
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14 13 12 11 10 
， 8 7 6 5 4 3
巻 一 の 五 一 ・ 登 一 の 二 三 0 ． 巻 二 の 二 六 七 ・ 務 四 の 五 一 ＝ ―・ 巻 八 の 一 四 一 八 、 一 四 六 六 の 吹 の 洞 む き に 見 え る 志 沢 皇子 の 「 志 政 」 を 合 わ せ れ ば 13 例 。r 増 訂 工 芸 志 科 」 （ 平 凡 社 附 和 四 十 九 年 ） 62 頁「 日 節 同 祖 論 」 （ 成 甲 杏 房 附 和 五 十 三 年 ） 141 ． 頁ま だ 他 に も 説 が あ る か も し れ な い が 、 笞 兄 に 柏 れ ろ 限 り のも の で 分 烈 し た 。 「 し き し ま 」 に つ い て 狛 菜 仏 全 柱 楳 は「 シ キ シ マ は 、 泊 瀬 深 谷 に 入 ら む と す る 一 術 の 地 で 、 泊 瀬
川 に 臨 み 、 川 を 隔 て て 三 綸 山 に 射 し て い る 。 シ キ の 地 で 水に 面 し て ゐ る か ら 呼 ん で シ キ シ マ と い ふ 。 」 と 盆 及 し 、 泌 菜集 評 籾 も 同 様 の こ と を 述 ぺ て お り 、 両 者 と も 戟 城 の 地 の 形状 に 触 れ て い る こ と は 注 目 さ れ る 。 し か し 、 穀 城 の 忍 味 につ い て 、 あ ろ い は 磯 城 と 品 と の 関 係 に つ い て 、 さ ら に 「 しき し ま の 」 が 何 故
「
や ま と 」 に 係 る の か に つ い て は 全 く 言
及 し て い な い 。日 本 古 典 文 学 大 系 「 日 本 む 紀 上 」 466 頁 頭 注同 「 日 本 む 紀 下 」 補 注 21 1 九 559 頁誓
174 頁 碩 注
麿習靡『 日 本 翡和 上 」 誓 頭 注同右魏 の 張 揖傑 、 十 巻 。巾 旧 現 存 最 古 の 字 tぼ 後 淡 の 許 恨 の 若 ゜
25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 
f 日 本 占 紀 上 J 478 頁 頭 注r 日 本 古 紀 下 J 71 貞 頭 注向 右 103 頁 頓 注同 右 331 頁 頭 注同 右 358 頁 頭 注r ill 界 考 古 学 辞 典 」 平 凡 社 。 水 城 は 土 巫 と 水 汲 か ら 成 っ て
いたことが指摘されて
い
る 。
日 本古 典 文 学 大 系 「 日 本 む 紀 上 」 袖 注 6 1 四 、 「 日 本 tぃ 紀下 」 補 注 25 1 1 一 八 し r 新 店 也 」 を 叩 者 は ま だ 見 て い な い が 、む 紀 に お け る 梢 城 や 栖 に つ い て の 記 巾 か ら 、 「 新 料 古 」 の記rn
におおよそ首肖できると考える。
金澤 庄 三 郎 氏 も 「 国 語 の 研 究 」 に お い て 、 シ マ も シ キ と 大大 同 小 意 の 語 で あ る こ と を 述 ぺ て お ら れ る よ う で あ る 。贔 語 の 研 究 」 は 市 者 の 管 見 に 泣 れ て い な い が 、
r 瓜 菜 秘
新 湖 」 に よ っ て 、 そ の 論 旨 を 理 解 で き る 。 金 沢 氏 は シ キ は都 城 の 義 と さ れ 、 シ に は 住 む 意 が あ り 、 キ に は 城 の 窓 が ある と さ れ る 。日 本 古 典 文 学 大 系 「 日 本 む 紀 下 」 29 頁 頭 注岡 山 大 学 文 学 部 学 術 紀 要 第 二 号 （ 文 学 囮 ）
赤 羽 学 氏 r 枕
洞 「 つ の さ は ふ 」 の 背 棗 」r 泌 狡 集 全 註 釈」 や 渡 瀬 図 忠 氏 「 島 の 炎上了 人 麻 呂 文 学 の基 点 ー 」 （ 文 学 一 九 七 一 ・ 九 ） は 飛 8 川 沿 い の 依 斜 地 に 段々 池 が 辿 成 さ れ た と 見 て お ら れ る 。 段 々 池 で あ っ て も 、 そ
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（昭和五十六年一月ートニ月）
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